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パスカルとサン・シラン
1． 最初の回心
（1）
PASCAL　ET　SAINT－CYRAN（1）
Tamotsu　TANABE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6su】磁6
　　En　1646，　un　accide耽impr6vu　de　so且pさre　a　donn62t　Bla三se　Pasca王roccasion　d’e凱エer
ell　co撚act　avec　deux　gentilshommes　lans6nistes：｝es　De3champs，　et　d’6tre　encourag6　par
eux　il　lire‘‘des　6crits（le　pi6t6”．　Comme　e臓afait　la　remarque　sa　sGeur　Gilberte　P6rier，　il
a　（三tφ　il董umin6　de　telle　sorte　par　cette　lecture，　qu’il　fut　iヱiiti6　aux　且1ys艶res　de　玉a　fo二．　Ce
fait，　on　le亘omme“la　premiさre　conversion　de　PascaP，　A　ceζte　occasion－1き，　Pascal　a　cQnnu
pour　la　premiさre　fois　les　Lettres　spirit”e〃es　et　clzr4tien？zes　de　Saint－Cyran，　ainsi　que　les
ouvrages　de　Jans6nius，　d’Amauld．　Il　est　bien　ais6　d’imaginer　qu・i16tait　un　lecteur　assez
assidu　de　ces　livres　et　qu，il　a　compris，　t艶s　profond6ment　mais　intelligemment，1e　co1ユtenu
de　la　nouve猛e　foi．】En　effet，　la　lect疑re　des　Lθtt7es　de　Saint－Cyran　lui　a　laiss益　dans　le　c（：eur
les　tr象ces　ineffagables，　qui　l，obligeaient　h　co磁mencer　a　penser　un　peu　plus　sincさrement
sur　la　religion　chM6tienne．　Ces　maltres　jans6nlstes　lui　o滋instruit，　pour　embrasser　parfaite－
ment　ユa　foi，　la　n6cessit6　du　cceur　renouve16　溢　raide　de　la　£エace　absolue　et　en　m合me
temps，王a　connaissance　de　Pincapacit6　de　l’homme。　P段scal　n’象complbtement　renonc6　ni　aux
recherche＄scientifiques，エ｝三aux　divertissements　mondains，　mais　une　fo三s　Pエoje亡6e　par　Sai耽一
Cyran，　cette　partie　d’◎mbre　s’agrandira　dans　soll　c（reur　jusqu’ti　Ie　remp1辻　de　pens（≦es　de
n6ane　et　de　vanit6　pour　la　vie　terrestre．
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（1）
　　　姉ジルベルト・ペリエの書きのこした《La　Vie　de　Pasca！》の中に，次のような記述がみら
　れる。
　　　　《lmm6diatent　aprさs　ces　exp¢riences，　et　lorsqu’il　n，avait　pas　encore　v三ngt－quatre　ans，　Ia　Pro－
　　vidence　de　Dieu　ayant　fait　naitre　une　occasion　qui　I’obligea　de　lire　des　6e7its　deρだ’6，　Dieu　i’6claira
　　de　telle　s◎rte　par　cette　Iecture　qu’il　comprit　parfaitement　que　la　religion　chr6tienne　nous　oUlge　ti
　　鵬vivre　que　pour　D三eu　etきn’avoir　point　d’autre　objet　que　lui…》（1）
　　　この実験とは，1646年の莫空実験のことである。この年10月，ディエップに赴いたピエール・
　　プチが当聴ルーアンに滞在中のパスカル家を訪問，メルセンヌよりイタリア入トリチェル弓の真
　　空実験（1644）追試の失致を聞いたことを語った（2）。パスカルとその父エチエンヌは，プチの帰
　途，ただちに4ピエ試験管をつくってElらの手で実験を再び行い，トリチェルリの成果を確かめ
　　た。ところで，ジルベルトによれば，この実験の直後に上記のような出来事が起ったと記されて
　　いるが，これは彼女の思い違いであり，正しくはこの実験よりも先の事柄である（3＞。同じジルベ
　　ルトがパスカルの妹について書いた《La　Vie　de　Jacqtteline　Pascat》には，次のように記録さ
　れている。
　　　《Au　mois　de　janvier　de　l’ann6e　1646，　mGn　pbre　s’6tant　d6mis　une　cuisse　en　tombant　sur　la
　　glace，　il　ne　put　prendre　confiance　en　cet　accident　qu’註MM．　de　La　Bouteillerie　et　des　Landes，　qui
　　eurent　la　bOnt6　de　demeurer　chez　lui　trOiS　mOis　de　suite，　pOur　etre　pr6sentS　et　pOUr　rem6dier　ft
　　tous　les　accidents　qui　arrivaient　h　tGute　heure、　Toute　la　maison　profita　du　s610ur　de　ces　messieurs．
　　Leurs　discours　6difiants　et　leur　bonne　vie　que　l’◎n　connaissait　donnさrent　envie　a　mon　I）さre，　h　rnon
　　frere　et　h　ma　soeur，de　voir　les　livres　qu’on　jugeait　qui　leur　avaient　servi　pour　par’venir々cet
titat．・・》（4）
　　　この事件が，いわゆるパスカルの「最初の鷹心（la　premiもre　conversion）」と言われるもので
　　ある。この出来事の経過については，姪マルグリット・ペリエがその《MEmoires　sκ7　Pascal
　　et　sa　FamiZle》の巾に，さらにくわしく報じている〔5）。
　　　父エチエンヌが氷上ヘー人で出かけて行ったのは，たまたまルーアンの郊外で二入のgentils－
　hommesが決闘をしかけているという知らせがあり，その仲裁をするためであった。折悪しく，
　　馬姫に氷上を走る整備ができていなかったために徒歩で出かけて転倒し，膝を折ったのであっ
　　た。父はただちに家へ運ばれ，当聴高名であり，エチエンヌと親交のあった医師デシャン兄弟
　　　（Adxien　et　jeal｝Deschamps）が呼びにやられたが，兄弟ともあいにく不在であり，ルーアン
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から十璽も離れた贋まで探しに派遣された。そのため治療がおくれて，脱臼の回復が手間どり，
デシャン兄弟たちは3ケ月もパスカル家に滞在しなければならなくなった。そして，この3ケ月
の間にかれらは，パスカル家の人々に大きい感化を残すのである。
　　《Durant　ces　trois　mois，　ces　Messieurs，　qui　avaient　autant　de　zble　et　de　charit6　pour　le　bien
spirituel　du　prQchain　que　pour　le　ternporel，　remarqualent　dans　mQn　grand－pbre　et　dans　toute　sa
famille　beaucoup　d’esprit，　et　regardant　comme　un　tr壱s　grand　dommage　que　tant　de　beaux　talents
fussent　seulement　employ6s　b　des　sciences　humaines　dont　i｝s　connaissent　tou＄bien　le　n6ant　et　le
vide，　ils　s’attachbrent　beaucoup　ti　M．　Pascal，　mon　oncle，　pour　le　faire　entrer　dans　des　Iectures　de
t・ivres　de　pietd　solide，　et　pour　les　faire　goater…》C6＞
　以上の資料によってもわかるように，パスカルが信仰1、Nをしきりと読み出したのは，まさにこ
の出来事が機縁になっている。ジルベルトは，異体的にその著者の名もあげている。
　　《Ce　fut　donc　alors　qu’ils（Blaise　et∫acquellne）commencさrent　tous　ti　prendre　connaissance　des
ouvrages　de　M．∫ans6nius，　de　M．　de　Saint－（ryran，　de　M．　Arnauld　et　des　autres　6crits　dont　ils
furent…》（7＞
　パスカルがサン・シランの著作を実際にとり上げたのは，まさにこの陣期が最初であったと断
言してもよい。もちろん，当時世間を騒がせていた「ジャンセニスト」たちのことをかれが知ら
なかったはずはなく，同じオーヴェルニュ出のアルノー家の人々と知り合いであったパスヵルの
家族はポール・mワイヤルの指導者サン・シランの名も，早くから聞かされていたことであろ
う。しかし，《玉ntime　et　direct》な関係において，パスカルがサン・シランを知った年代を，こ
の「最初の回心」直後の一時期とみなすのは至当であろうと思われるk8）。ところで，
　　ぐ＿tout　le　christianisme　de　Pascal　est　dans　ces　lectures　de　la　premiさre　heure　qui　eurent　sur　lui
une　inf｝uence　d6cisive。　Dbs　1646，　Pascal　c◎nnait　et　adopte　la　foi　dans　laquelle　ii　est　mort…》（9）
と欝擁っれ．，　また，
　　《．．．Saint－・Cyran　et　ses　disciples－an　premier　rang　desquels　il　cenvient　de　mettre　pasca1＿》（10）
と述べられてきた事実は，今ではおそらくだれにも否定することのできないものであろう。この
時，たまたま遭遇したサン・シランの宗教が，これまで主として父によって培われてきたかれの
精神的性格に深い影響を与え，ここでかれの敬薩の型を決定したのである。この時以後，かれの
愚想にはあの特有の《path6tique》な調べがともないはじめるのである。
　　「最初の濾心」については，これまでたとえば次のような見力’が一般的であった。
　　《…The　word‘conversion’，　however，　is　too　forcible　to　be　apPlied　at　this　point　to　Blaise　Pascal
himself…》（T．　S．　Eliot）（11’1，
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　　《…　quoiqu’on　en　（lise，　sa　tconversion’n’es亡　pas　ce　puissant　effort　qui　absorbe，　qui　concentre　tout
Petre　humain　dans　une　pens6e　unique，　d’Qti　tout　le　reste　d6sQτmais　d⑳eadra…》（F’．Strozvsgci）・i2・
　　《°°’dans　cette　tconvers量on’，　1，intelligence　de　Pascal　semble　avo量r　6t6　“touch6e’　bien　plus　que　son
cceur…》　（V。　GiγauのC13）
　しかしながら，とにかくこの時期にこれまでパスカルのたどってきた歩みを決定的にある方向
へ向ける一つの強い動機が働いたことは確かであったとみてよい。
　　《Pascal…　au　bout　dc　cette　all6e，　s’achemine　de】oin　vers　Port－Roya1…　》　（Sainte－Bezevの：14
この方向づけは一つの根本的反省を呼びさました。すなわち，これまで際分が自然的な興殊と天
賦の性向のおもむくままに傾倒してきた知的業作・学問研究なども，その追求だけが目的とされ
るならば否定的な意味しか持たないこと，絶対の価麺を認めることができないことを教えられた
のである。この新しい視点を示されたこと，より高い次元との接触こそ，「最初の罎心」のもっ
とも重要な内容であったと雷えよう。
　ところで，パスカルがこの時偶々伝えられたジャンセニスムの酸厳な教理に急速にひきこまれ
て行った最大の理由は何であろうか。パスカルの心理学的特長として，よくオ　一一ヴェルニュ人特
有の《la　raideユr　et　l’inflexibllit6》が指摘され（15），また，　「生れながらに《st◎i’que》な精神」
（アヴェ）との定義が与えられる（16）。こういった精神的に不麗の性格をもつかれが，かえって厳
正かつ純粋な霊性の種類にひかれて行くことの必然性は了解できるのであるが，わたしたちは，
なおこのほかにもいくつかの内的外的な原隙を考えてみることができる。M．ビシヨップは，そ
の時期パスカルがこうした竣烈な教えを渇仰する年齢にあったことを理宙にあげておIJ］　（17＞，野田
又夫氏は，「ルーアンでこの邊丘時陵撃した悲惨，とくに政治的権力の根本的な不正への瀦察から
であった」働と述べておられるが，わたしはこのほかにもう一つのかくれた理由を想定してみた
いと思う。パスカルは，「18才の時以来一鐵も苦痛なしにすごしたことはなかった」・19’と欝われ
るほどに生来病身であったが，この頃には数年来の計算機製作の苦労や過度の知的労鋤のため
に，健康状態は異常に悪化し，ほとんど畢病人のような毎Hをすごしていたと言われており，入
知れずかれを苦しめるこの病いが，かれをしてすべてのうつろい易い《divertissements》からそ
むけさせ，ひたすら内に思いを深めさせていたのではあるまいかと想像される。翌47年には，病
いは重症となり，5月喪医につくために父より先にパリに出ている。この24才の青年には，lll時
ひそかな《crise　morale》が迫っており，それがたまたま父の危禍に出会って，っよい精神的覚
醒をうながされるにいたった直接の原閣ではなかったかと思われる。二人のgent三lshommesは，
まずブレーズの才能に譲をつけ，その心を動かすためにカをつくすのであるが，先に園心したか
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れが父や姉妹の説得のために努力する熱情のはげしさにわたしたちは注意しておきたいと思う。
　《…il　COnnut　aveC　CeS　MeSSieUrS　le　bien：il　le　Sentit，　il　l’aima　et三けembraSSa．　Et　quand　ils　1’eurent
gagn6きDieu，　ils　eurent　toute｝a　famille；car　Iorsque　mon　grand－Pさre　commenga　hξtre　en　6tat（le
s’apPliquer　註　quelque　chose　aprさs　un　si　grand　mal，　son　fils，　commengant　k　gogter　Dieu，　Ie　圭u三　fit
gOater　auSSi，　et　a　ma　tante，　Sa　SCeur…》（20＞
　さて，この小論は前二論文につづく本論として（21），サン・シランを受けとめたパスカルの心情
の配置を精組に見きわめ，そしてパスカルの思想の内容と発展にサン・シランの《Qmbre》がど
のようなかげりを添えるにいたったかを限定しようとするものである（22）。ギパンセ』の作者は，
ほかにも多くの外的sourcesの影響を受けているが，何より顕著にサン・シランの精神を継承し
たと雷われており，この二入の生涯をいうどる諸嶺：実，行動，著作などを手がかりに，パスカル
とサン・シランの関係を明確にあとづけ，あわせて17轍紀フランス精神史の一翻に毅然としてそ
びえ立つこの特異な霊性の相貌を見定めてみたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　「最初の翻心jにいたるまで，パスカルはどのような環境においてその宗教的情操を培われて
きたのであろうか。
　3才の時に失った母：アントワネッ1・は，《漉spieuse　et漉s　charitable》な人であったと書わ
れる。偲の亡きあと，父エチエンヌは終生再婚せず，子供の教育にうちこんだ。愛情も深く，す
ぐれた才知の人であった父は，ただ～人の男の子であるブレーズの教欝を他人まかせにせず，独
難の方針を立てて，計画的に自らその薫陶にあたった。ところで，エチエンヌという入は，ほと
んど独学ながら当時の菊’数の学者たちと対等に論じ合うことができるほどの学識の持主であり，
その涛代の典型約な知識人，喬葉のあらゆる意味で完金な《homaete　homme》であると需ってよ
かった。つまり，属していた階級《noblesse　de　robe》に特脊の謹厳さ・実薩さと，反漸，ルネ
サンス期以後の知識入共通の精神傾向である《esprit　libre》の所有者であった。
　宗教上の義務に関しても，とにかく社会的に要求されているかぎりのことは忠実に果してお
り，特にあらわな軽蔑や反感を示すことなく，むしろ子供たちに向っては早くから∬｝ミ教に対する
尊敬を教えこんでいた。
　《…mOn　Pさre，　qui　ayant　lul－m合me　un　t艶s　grand　reSpeCt　pOur　la　religion，　Ie　lu三（ii　BlaiSe）ava三t
inspir6　dbs　l’enfance…》（23）
　しかし，ジルベルトも「最初の｝朔心」にいたるまでの旗教教育について特にくわしく記してい
ないところから推しても，それが伝統と褐1慣に従ったごくありきたりのものにすぎなかったこと
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は明らかであり（24＞，ブレーズがルーアン移佳後はじめて，おそい初聖体拝鑛を受けたこと，ジャ
ックリーヌが1646年，20才を越してから堅振礼にあずかったということなどの事実を児ても（25），
およそ鯛外的な熱心さとか特甥に《mystique》な感覚への開眼は観察できないように思われる。
父親の教育は，むしろ《exclusivement　intellectuelle》な性質のものであり，事実に対して非常
に冷静な推理の恩を向けさせようとする客観的弓癖弓的態度が一貫している。メナアルは，エチ
エンヌの精神的態度にみられる顕著な特長として，ユマニスムの影響，理性の次元の認容，自然
主義の三点を指摘している（26＞。
　ジルベルトが，
　　《…il　ne　s’est　jamais　apPliqu6　aux　questi。ns　curieuses　de　la　theologie…》（27）
　　　《…　quoiqu，il　n，eitt　pas　fait　un　6tude　particulier　de　la　scolastique…　》（2s）
と述べているように，まず神学のスコラ的な抽象的研究よりも，盤書や教父の書，公会議の決定
といった基本的資料に直接にあたって，そこから思索をひきだしてくるという姿勢があった。ル
フェーヴルやエラスムスの古典研究が，カルヴァン派宗教改華に先行した歴史的事実，また，ジ
ャンセニスムがアウグスチヌスの原典への厳密な回帰にはじまったことなどをここで想い出して
おきたい。第二に，父エチエシヌは次のような準掬を立てていた。
　　《＿mon　pbre＿lui（とB！aise）donnant　pour　maxime　que　tout　ce　qui　est　P　objet　de　Ia　foi　ne　sauralt
1・etre　de　la　raison…》（28＞
この考え方は，≧稲隣ようやく理性の価値を重視しはじめていた知的環境において，理性と信抑と
の葛藤を避けるためのもっとも巧妙な対策・便奮1的な手段としてひろく流布していたものであっ
た。ブレーズは，こうした解決策を与えられていたために，宗教に対して決して懐疑を抱かずIC
すんだのであるが，のちノエル神父への手紙（1647年10月29日付），《F・ragment　d’un　Tγσ旋
dlt　Vide》（1649年）などに國じ類型の思想として表明され，やがてドノxeン煽の申の三つの秩
窪の区甥となって結実するにいたるのである。この考え方は，もともと単に功利的・実際的なブ
ルジョワ的方策に堕する危険をはらんでおり，リベルタンなどはこれを逆に利飛して放蕩に走っ
たと言われるが，他方，このように二元的な秩序の酸別は，すべての絶対的傾向をもっ紳学にふ
しぎに共通にあらわれている考え方であり，ジャンセニウスにおいても同様の区別が見出される
という。さらに，ジルベルトは，妹ジャックリーヌについて次のような興味ある事実を記録して
いる。
　ぐ．：…sans　qu’elle　e6t　jama三s　eu　aucune　pens6e　P◎ur　1a・religion，　au　contralre　en　ayant　un　gra鷺d
610圭gnement　et　m色me　du　m6pris，　parce　qu’elle　croyalt　qu，　◎n　y　prati（｝uait　（les　choses　qui　n，6ta三ent
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paS　Capables　de　satisfaire　un　espit　rais・nnable…》（29）
ジャックリーヌのこういう態度は，、その養育の責任者であったエチZンヌの精神状態を聞接的に
反映している。ここで《la　religion》と書われているのは，　la　vie　religieuse（すなわち，　Ia　vie
monastique）のことであり，～般に特別の誓願を立てた修道士（女）に対する反感は，この当
時既にいくらか道徳的堕落の兆を亮せていた修道院そのものへの薩接的な遇然の嫌悪とあいまっ
て，ひろく知識人の間に根をおろしていた在俗的・自然的価値へのひそかな愛好の心と結びつい
ているように思われる。早くも，教会内部においても「戒律に従う修道士（r6guliers）」への反
接があらわに見えはじめていたのである（3°）。エチエンヌがルーアンにおいて知已となったジャン
・ ピx一ル・カミュなどにも支捲されていたこの傾向は，漁時，Petrus　Aureliusの既名のもと
に非常に霊的藤で大きい影響力をもっていたサン・シランの教えを拠り所に立っていると雷われ
る。こうして，エチエンヌが幼少期のブレーズに与えた感化の巾には，それとなしにジャンセニ
スト約思考の構造を受け入れる素地が少しつつ準備されていたのである。
　1635年から1648年まで，パリにおいてパスカル家の人々は，ブリズミッシュ通りに家を僑りて
いた。この家は，ユイスマンスが「三大教会」の一つとしてたたえた1’6glise　Saint－Meyriのi2ji
くであり，当時この教会の教区財塵管理委員長の任についていたのが，請願書審議窟・参議員，
モランジ侯，アントワーヌ・バリヨンであった。この人の館へは，エチエンヌもたびたび出入り
しており，そこで圏家の枢要人物や大貴族たちと交際を結んだと言われる。1638年，ジャックリ
ー ヌが女王の御懐妊にあたって詩を書いたとき，彼女をサン・ジェルマンにともない，アンヌ・
ドオリッシュに醗き合わせたのはモランジ侯夫入であった。ところで，このバリヨンが，のちに
教区のジャンセニスト派司祭デュアメルの熱心な保護者になることをおぼえておきたい。
　1639年，エチエンヌは前年ふとした事件にリシュリ、。　一の不寵を買ったものの，ジャックリー
ヌの嘆願で，再びゆるされ，次いで9月，「高ノルマンディ収穆枢勅任税務慮」i31）に任じられ，
ルーアンに派遣された。ルーアンにおけるエチエンヌの任務がどんなに困難なものであったかは
周知の遍りであるが，次々に課せられる重税，取締り嘗憲の横暴，反乱，大法官セギエじきじき
の患張による中央政府の弾圧，ペストの流行などといった祉会的不安，地方的混乱もおそらく原
鶴となっているのであろう。当時ノルマンディー帯には，民衆的な宗教運動が非常に活澱であっ
た。反宗教改革以後再び勢力を盛り返してきたカトリックは，地方の一般民衆の聞へ滲透して行
くとともに尖鋭化したり，また，神秘主義の衣をまとったりするようになった。ルーアンに住ん
でいたコルネイユが《PolYettcte》を警いたのは，決して偶然ではないと雷われる（32）。たぶんコ
ルネKユは，i’彩｝の周囲にはげしい努張教的熱情に動かされるノルマンディの入々を，その鐵でな
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がめていたにちがいないのである。有名なCompagnle　du　Saint－Sacrermentの運動もその一つ
である。ところで，ルーアンおよびその透辺には，既にサン・シランの友入たち，弟子たちの幾
人かが濡躍していた。なかでも，パスカルの教匿であるSaint－Croix　Saint－Ouenの主任鶏祭で
あり，オラトリオ会の湖祭であったメイニャール神父は，1643年サン・シランの影響を受けて静
修生活への召命を覚え，主任則祭の職を捨てて引退した。その大胆な行勤は全教区民の憤激を貿
い，トマ・デュ・フォッセは，司祭をサン・シランのもとから引き便しに出かけたといい，ルー
アン蜜中はその晦でもちきりであった。また，ルーアン近くの村ルーヴィユの教会は，ジャン・
ギユベールという瑚祭に司牧されていたが，この人はいわば～種の《r6veil　religieux》を蓮｝し，
ルーアン付近の地方に多大の感化を与えた（Rouvillistesの名を残した）。マルグリット・ペリエ
は，次のようにギユベールのおもかげを伝えている。
　　《…un　cur6　dans　un　village　nomm6　Rouville，　qui　6tait　un　trさs　grand　serviteur　de　Dieu，　qu圭
gouvernait　sa　paroisse　avec　une　pi6t6　trさs　solide，　qui　y　pr壱chait　et　y　faisait　des　pr6nes　adm三rab｝es．
Tout　｝e　vois三慧age　y　a茎lait　Pour　l’entendre　et　pour　s’instruire　et　s’6difier；et　ii　faisa三t　un　si　grand　bien
aceux　qui　le　venaient　entendre，　que　peu　a　peu，　sa　r6putation　se　r6pandant，　les　gentilsomhmes　de
lti　autour　et　meme　les　officiers　de　Rouen　louaient　des　chambres　dans　ce　village　pour　y　aller　coucher
tous　les　samedis，　af三n　d’6tre　h　port6e　de　ne　point　per（lre　de　ses　pr6nes…　》（33＞
ギュベールは，パリ大学神学部でアルノーと机を並べて学んだ聞柄であり，サン・シランを指導
者とし，《le　pius　profond6ment　religieux　selon　le　cceur　de　Saint－Cyran》（34＞と言われてい
る人であった。サン・シランからルーヴィユの別牧を託されておりながら，1642年までは「博士
号を取得する準備のため」実際に鶏祭職につくことは延ばしていた。ヴァンセンヌ幽閉中のサン
・ シランは，ギユベー一ルあてにたびたび手紙を送り，最後までしたしく霊約指導をつづけた。こ
のギユベ～ルによって，サン・シランの精神がノルマンディー帯にひろまり，その地方を精神的
に変革し，多くのすぐれた人たちを「匝｛心」させた。ジャンセニスト的な意味で，「贋心」とい
うのは，今｝ヨのように不揺者が繕仰に入るという意昧ではなく，熱心さを伴わぬ慣習的な信仰生
盾を訟け山して，より厳しく・悔改めた敬慶な生活に移る動きを名ざすものとして燭いられた⑯。
（パスカルのドパンセ毒も，もちろん無神論者を宗教に弓iき入れるための護教論という臼的をも
っものであったが，それ以上に微温的な儒者，リベルタンのように表面的に宗教的勤めを守りな
がら放蕩の生活をしている遮中を覚醒させ，「胆i心」させるために執筆されたと考える方がよい
であろう）。ギユベールの導きで「園心」した人たちの中には，トマ・デス・フォッセCS6），デシャ
ン発弟（一人はレ・ランド侯．もう一人はラ・ブーテ，fユ弓一盤）などがあった、このデシャン
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兄弟は，「ともすると剣に手をかけまじき，何より名誉を重んずる人」であったが，SG心後は生
来の気盤の烈しさを愛の行動にふり陶け，一途な纂仕に献身した。
　　　《・・ces　deux　Mess圭eurs　furent　si　touch6s　de　ses　instructions　継u，ils　s，abandonnさrent　enti益rement　ム　sa
conduite，　et　r邑solurent　de　ne　plus　songer　（lu，　a　Dieu，　き豆eur　salttt，et　h　la　charit6　Pour　le　prochain・’°》　38）
デシャン兄弟は，俗に「接骨師（rebouteurs）」と呼ばれているが，もともと外科的な研究や経験
を積んだ鷹締であり，とくに身体障害者の治療に特別の技術を持っていたので，それぞれ自分の
鎮地内に小さな病院を建て，苦しむ入々の診断にあたった。「レ・ランド侯は10人の子供があっ
たので10のベッドを，ラ・ブーテイユリー一侯は子供がなかったので20のベッドを，病院内にそな
え，あわせて30ベッドで貧しい人々をむかえて，あらゆる種類の治療にあたった」と記録されて
いる（39）。この人たちの蕃行はルーアン近辺に名高く，エチエンヌ・ペリエのような知識入にも儒
頼を寄せられており，この二人が前述したようにパスカルー家を回心に導き，師ギユベールに紹
介するのである。
（3）
　1638年ヴァンセンヌに捕われの身となってから，1643年の冤にいたるまで，サン・シランは神
学者や論争家であるよりも，何より霊的な指導者，《directeur　d’ames》として活動した。ある
いはギユベール，あるいはアルノー，あるいはルブールにあてて多量に書かれた長文のその手紙
は（4e＞，まず何より，
　《…des　rさgles　pures　et　trbs　utiles　p・ur　leur　c・ndultte　et　p・ur　mener　une　vie　s・lidement　chres－
tienne…》（41）
を教え，人々を「完全にして神に返す」という使命感につらぬかれていた。
　《Je　considhre　chaque　ame　cGmme　un　don　que　Dieu　me　fait…》（42）
　《Je　ne　cherche　qu’ti　gagner　les　ames　it　Dieu…》（43）
　性格的にも単にsp6culatifであるよりはむしろ，激しい感篶と人を櫟えあがらせる悲痛とをた
ざらせて，圧倒的に縮手を支配し引きずりこまずにおかない性質の人であった。ジャンセニスム
という用語が，ルーヴァンの抑学者ジャンセニウスの名に由来することは周知の事実であるが，
ジャンセニウスが理論的に組織化した原理を，現実のただ中に実践可能な形で移植し，定着した
のは，サン・シランというオリジナルな一人格であった。
　　《…les　principes　6taient　dans　‘‘Augustinus”，　Saint－Cyran　se　chargeait　de　1’apPl三cation…　》（G．
TrttC）（翰
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　　　《…cette　cit6　c61este，　dont　Jans6nius　avait　rapPe］6　1es　principes　avec　tant　de　nettet6，　Saint－Cyran
essaya　de　la　r6aliser　dans　1’Eglise…》（L．　Bn．MSChViCg）（45）
　　　《…　Saint－Cyran，　qui　veut　r6duire　la　v6rit6　d　une　th6010gie　fam三libre，　dans　le　fond　de　1’ame，
jusqu’au　coeur，　par　delti　l，intelligence…　》　（ノ．－E．　d，Ange7s）（46）
　　《玉）eHauranne　would　direct　souls；∫ans6n　would　write　books…》　（E．　Mortiπer）　C47）
　ジャンセニウスの主著rアウグスチヌス』の中に盛られた申心思想は，なるほど幾多の神学論争
をまきおこしてきたが，その友人サン・シランによって体現され・伝えられた教えは一つの教理
というよりはむしろ，一つの生き方，～つの実存的態度を代表するものであったと言いうる。す
なわち，それは宗教に対する「もう少し真藤霞な」態度，名ばかりのうわべの僑者に対してたま
しいの変革と「回心」を一．義的に要求する態度であった。
　《Les　JanS6niStes　Ont　pOrt6　danS　la　religiOn　plUS　d’eSprit　deγヴ1θκ肋et　plitS　d’aρρr・SO？tdiSSe一
ηzent…　》iC48）
　こうした内的純粋匪の重要視は，オラトリオ会の創立者ベリュル以来の伝統であるが，サン・
シランがその手紙や説教でくりかえし訴えたのは，まさにこのF新しい心」の必要であった⑲。
サン・シランにしたしく教えをうけていたギユベールが伝えたのはこの精神であり，輿の宗教と
はすべての心をふり陶けて，ただ神をのみ求めること，神以外の対象を愛さないことであるとい
う一rl．lllflf，：であった。
　《…Car　Dleu　r6pand　la　lumiもre　de　sa　grace　dans　les　ceeurs　de　ceux　qui　n’aymen，t　et　ne　regardent
quθ伽∫…》（5D＞
　《…que　vous　n’avez　d’autre　fin　que　Dieu…》（51）
　《…il　comprit　parfaitement　que　la　religion　chr6tienne　nous　obl三ge　h　ne　vivre　que　pour　Dieu，　et　a
n’avoir　po三nt　d’autre　objet　que　lui…　》（52）
すなわち，エチエンヌが便宜的に，この世とは燐の次元に属するものとして宗教の位罎を仮に考
えていたのに対し，サンiシランが教えたことは，宗教を別のものに考えてはならないこと，宗
教は人闘全体にかかわるものであり，いわば「心をつくして」（53＞これを愛すべきであり，儒仰生
活とこの轍の秩序とは柏い容れず，神にあって生きるためにはこの轍を捨てねばならないという
ことであった。そのため，救いに関係のない余の一切の知識は無益とされ，なくてはならぬ唯一
の「必要なるもの」への傾倒が要求された。
　《Ce　n’e・t　pas　ici　le　lieu・ni　le　temps　de　la　grande　c・nnaissance。　La　f・1　du　symb・1・des　ap6t，es
P・uyra三t・・簸e伽・48・8灘S画Zガ…王h’ya・玉・n　q・i・bu・e餓…tq・eceg・a・d　6・王at　des　v6・it6S　q・i
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plalsent益leurs　espr玉ts　encore　faibles…　Pour　s，avancer　dans　la　voie　de　Dieu，　il　suffit，　au　liθtt　de
mμltiplier　les　coMtaiSSanCeS，（de）multiplier　les　bonnes　ceuvres…》（54）
　　《…La　parole　que　J合sus－Christ　dit　dans　l’Evangile　sur　le　sujet　d，une　femme　qui　s’inquit，　quoy
qu’elle　ne　s’employait　qu’en　des　ceuvres　de　temps　pes6e　par　cette　personne．　Enfin，　dit－il，　il　n’y　a
qu’une　settle　chose　aui　soit？tticessaire；comme　s’il　eust　voulu　dire　que　tout　le　reste　est　superflu，
et　qu’on　ne　s’y　peut　engager　sans　pr6judice　de　cette　seule　chose競θ∬碗θ…》（55＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　《…de　sorte　que　dhs　ce　temps　il（PascaE）　renonga　ti　toutes　les　autres　connaissances　pour　s’apPliquer
hZ’leniqtee　chose　q2‘e／tisus－CS；rist　aPPelle　necessai？’e…》⑯
　　《…d6s　que　Dieu　lui　tourne　le　coeur，　elleσacqueiine）comprenait　comme　mon　frさre　toutes　les
cheses　q”’il　disait　de　la　saintete　de　la　reiigion　ckrgtienπe…》57）
このように，地上のものに向けられた愛（concupiscence）をふりかえて，ひたすらに神への愛
（charit6）に向かう心こそ（58），「新しい心」の本質であり，これまではただ知的偉大さの秩序に
のみ安住してきたパスカルにとって，この新しい秩序　　「愛の秩序（ordre　de　la　charit6）」の
葎在を教えられたことは，確かに大きい転機であった。この「最初の園心」が，《conversion
de　l’esprit，　non　du　coeur》（59＞と限定づけられながらも，少くとも燈佛の慕柄が知性の関与する
秩序とはちがった，より高い次元に属するものであり，何より《coeur》によってのみ触れうる
性質のものであることをこの時承されたのは，決してパスカルの内的発展にとって意味のない出
来事ではなかった。そして，サン・シランは他のジャンセニストたちよりも，《mo泌s　aride，
moins　rebutante》な形で（6°），心にくい入るように《toutes　les三nstructions　de　la　spritualit61a
plus　sublime》（61）を若いブレーズのたましいに注ぎこんだのであった。
　　《…En　lui（SainレCyran），　c’6tait　h　celui　qu．i　6tait　l’inspir6，　de　commander　et　de　trancher；mais
1’homme　aussi　savait　s’attendre，　s’attacher　et　Pleurer…》62）
　　《Sajnt－Cyran　6tait　une　personnalit6　trさs　originale，　br〔毫｝ait　（玉’une　profonde　ardeur　religieuse　et
（玉ou6e　de　charismes　singuliers；mais　aussi　un　homme　d’une　grande　obscurit6　de　pens6e，　et　dont
l’abSOIUtiSme　S’CcOmpagnait　d’une　sentimentalit6　asSez　facile…》（63）
生れながらに6motifであったといわれるブレーズの心の奥深く，この一沫の慧壮味をたたえた
霊の人の雷葉はある共鳴をそこにひびかせなかったであろうか。この凛とした厳しさをたたえた
懇想家のなげかける暗い影に，この時ブレーズの横顔が一段と深く彫りを加えることになったの
ではあるまいか。わたしたちの課題はここから羅折して行くかれの愚想と生涯の軌跡を，仔細に
たどることである。しかし，　「；弼心」ののち，ともかくもパスカルやその家族たちが，神の意志
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へのまったき服従と繊的指導者への随順を求めるこの教えに忠実に，人間としての自己を携めさ
せ，へりくだらせて行くその姿勢に控目しておきたい。
　《…Alnsi　cet　esprit　si　grand，　si　vaste　et　si　remp｝i　de　curiosit6，　qui　cherchait　avec　tantδe　soin　Ia
cause　et　la　raison　de　tout，6tait　en　mame　temps　sou無is　a　toutes　les　ch・ses　de　la　religion　comme　un
enξant；et　cette　s三mpiicit益　a　r6gn6　en　lui　toute　sa　vie…　》（64）
　《…11s（1a　famille　de　Pas．cal）se　soumirentきla　conduite　de　ce　saint　homme（Guillebert）qui　les
condu三t　il　Dieu　d’une　manlさre　admirable…》〈S5；，
（4）
　16δ1年1明17蕪，パスカルが父の死にあたってペリエ夫妻にあてて譲：いた手紙の［i：1に次のよう
な～節が兇出される。
　　　《…　C，est　ce　que　j’ai　apPris　de　deux　trt，s　97ands　et　trb＄saints　pel・50jMageS．　La　v6r三t6　qui　ouvre　ce
mys捻re　est　que　Dieu　a　cr益61’homme　avec　deux　amours，1’un　pour　Dieu，1’autre　pour　soi－m61ne；ma呈s
avec　cette　lo三，　que　l’amour　de　I）ieu　serait　infini，　c’est－h－dire　sans　aucune　autre　fin　que　Dieu　mξme；
et　que　I’amour　pour　soi－m6me　serait　fini　et　rapPortant　h　Dieu・・’》（66＞
　この二人の人とは，ジャンセニウスとサン・シランのことであると雷われる。パスカルが．儒擁
の事栖に関して権威ある導師として，この二入にどのような敬意をささげていたかがうかがわれ
ると愚う。「最初の回心」以後，パスカルはこの二人がさし示した方向へと忠実に歩みつづけ，
この入たちが語ったと岡じ調子で語りはじめるのである。ジャンセニウス，サン・シラン（それ
にアルノー一）というこの三人の著者がパスカルの精神に及ぼした影響は互いにからみ合い，入り
まじっており，それぞれについて《des　marques　particuliさres　et　ext6rieures》c67）を兇定めるこ
とは本嶺は困難であるといえよう。しかし，それにもかかわらず，
　《1｝se　m量t　ti　1’6cole　des　maitres　du　jans6nisme，　en　PartiCUgier　de　Saint－（；yrαn…》〔68）
と．轡われる鋤1．1は何であろうか。何よりもサン・シランが，心によっで僑じる必要を説き，静寂
と沈黙のうちに内にささやきかける神の欝を闘き，心の痛みのうちに悔改めを果し，切実なまで
に神への愛にもえあがる熱欝をたたえているからではないであろうか。単に教える人でなく，熱
を伝える人として，サン・シランとパスカルは礁かに通じ合うのである。
　1646年，デシャン兄弟は実際にパスカルにどのような鰻物を勧めたのであろうか。ジャンセニ
ウスの浩翰な｛”’アウグスチヌス鼠1640）を全部読んだかどうかは疑闘であるが，おそらく部分的
にξまこの本の内容を知っていたであろうし，後年ポール・ロワイヤルの撫導者たちから間秦費的に
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伝え闘いたこともあるにちがいない。とくに，その第3章第2節《De　Stattt　Naturae　iaPsae》
の内容をそのまま示していると雷われ，1644年アルノ～・ダンディイがラテン語から訳出出版し
た《DiSCOU？’S　Sttr　la　R6formation　de　l’homme　inttirieur》をひもどいたことはほぼ王礁箏ミであ
り，サント・ブーヴやV．ジロー，レルメなどはその細部にわたって，パスカルに与えた影響の
あとを追求している⑲。1643年に鷺行され，典常な成功を摘したアントワース・アルノーの著作
《La　F短卿θ鋭g　Communion》もかならず手にしていたことであろう。ところで，サン・シラ
ンについては，具体的にどの書物を読んだのであろうか。1645年，47年にアルノー・ダンディイ
によって出版され，以後たびたび版をかさねた《Lettres酌7薦伽η6S　et　spirittteLles》第1巻，
第2巻を反復熟読したことはまちがいがないと雷ってよいt70］）。当代フランスのさまざまな階級・
職業の人たちにあてて，変化に欝んだ，それぞれに鋭い指針を与えているサン・シランの手紙の
文体と内容がどこまでパスカルに深い影響を残しているか，わたしたちは以下にその詳細な検討
をこころみるはずである。この｛1寺期に薩々サン・シランの名が出てくる文献としては，次の2点
があげられる。
　ジルベルトの《La　vie　de／acqueline　Pasca！》に次の記述が箆出される。
　《…Sur　la　fin　de　1’ann6e　1646，　M．　du　Bellay　faisant　les　Grdres　ti　Rouen，　ma　sceur，　qui　n・avait
pas　encore　6t6　confirm6e，　vouiut　recevoir　ce　sacrement・Elle　s’y　pr6para　selon　ce　qu’elle　en　apPre－
nait　dans　dans　les　peti∫s　lraite’s　de　Saint－　（：Y7a？2．　L，on　peut　crQire　qu’elle　y　re§ut　veritablement　le
Saint－　Espr三t，　car　depuis　cette　heure－1｝　e｝1e　fut　chang6e．　Toutes　｝es　lectures　et　tous　Ies　discours
firent　une　si　f・rte　impress三〇n　dans　son　cceur…〕t＞　C7i）
　ここでles　petits　trait6sと需われているのは，1645年に出版されたSaint－Cyran：《㊨z40－
logie　famitibre　et　e．xPlicatiOit　des　p7’i7zciPCIUX　MNstd7eS　de　la／bi》のことであり，いくつか
の小論：考が含まれているが，その｝キiに《lnstruction　Pour　se　disVoser　diγecevoir　le　Sacre＿
Mleilt　de　Confirmation》があり，ジャックリーヌは特にこの論述に教えられたものとみられ
る。《Thtiolegie　fam　ilibre》は，サン・シランが友人ビニョン氏の頼みで，その子供たちの教
育のためにつくった小カテキズムとも書うべきものであり，のちにリヨン版《（’Euvres　ckrdti－
ennes　et　spirituelles》t．］y（1679）におさめられるが，この中には1642年から46年の間に個々
に公閥されたいくつかの小品が含まれており，いずれもブレースの階にふれたことがあると推定
されるc，
　1648年4月1｝ヨ付ペリエ夫人あてのブレーズの手紙は次のように書きはじめられている。
　＜…NGus　av・ns　ici　la　lettre　de　M．　de　Sαiitt－一（）y　ra　n，　De　la　V・cati・n，晦）rim6e　depuis　peu　sans
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apProbat三〇n　ni　privil6ge　et　qui　a　choqu6　beaucoup　de　monde．　Nous　王a　lisQns；　nous　te　Penverrons
aprさs．　Nous　serons　bien　aises　（1’en　savoir　ton　sentiment　et　celui　de　monsieur　rnon　Pとre．　E韮e　est　fort
relev6…》（72）
このサン・シランの手紙というのは《Lettre　de　SC・zessire　dμ　Ve3’ger　Hai｛？’anne；Z欝塾εεcZひ
siastiqtte　cle　sesα痴s（Du　HameZ）touchant　les　disPositi。ns　a　la　Pretrise》U6募）の
ことであり，前述のリヨン版第3巻におさめられている。この書の内容を知るためには．次の二
章の標題をあげるだけで十分であろうとブランシュヴィクは注記している（73＞。
　Chap．　VIII．一一De　la　n6cessit6　d’une　v6ritable　vocation　de王）ieu　pour　bien　entrer　dans　Ies　ordres
　　　　　et　danS　les　chargeS　eCc16SiastiqUeS．
　　Chap．　XVI．一一一Tro三s　choses　qui　font　juger　t　Pauteur　combien　la　vra三e　vocation　b　la　pr合tr三se　et
　　　　　aUx　ehargeS　eCCI6siaStiqueS　eSt　rare　en　Ce　tempS．
　総じて1648年巾にペリエ央入，または夫妻あてに書かれたパスカルの3遡の手紙は，贋らかに
サン・シランの諸著作とふだんにしたしんでいた雰翻気の中でしたためられたものであり，≧顯善
のパスカルの心境を如実に反験しているばかりか，「最初の贋心」がその精il　lliiにもたらした感動
をはるかに伝えているように思われる。わたしたちは，次章以下にその詳纈な分析を進めて行く
はずであるが，今ここでは，圃心直後のかれの生活に生じた直接的な顕著な変化を二三ひろい上
げてみることにしたい。
（5）
　E・カイリエは，これまでパスカルは自然だけを薩接の対象としてその科学研究を進めてきた
が，この時はじめて「書物」に対して興昧をひきおこされ，　「書かれた世界」への共感が芽生え
たことを指摘している（74＞。わたしたちはこれに加えて，実験によって確かめられる次元のほか
に，あの鎮空論断片』で表明されたもう一つの秩序，権威を重んじる秩序との異体的な出会い
があったことを晃失わずにおきたい。少くともパスカルが，絶対の権威と繊承とを伝える聖書や
教父の欝を，この時から，サン・シランに教えられたようにr膝まついて読む（lire　ti　genOL＝）」
ことをはじめるのであるく75）。レルメも考証しているように，サン・シランはくりかえし聖書を読
むことをすすめ，その正しい読み方を懇切に指示している（76）。ジャンセニウスやサン・シランの
教理が，単に聖書的根底に立っているということだけではなく，直接源薯ミに立ち帰ること，しか
も詮1己を空しくするという謙虚の姿勢をとることによってその証需を受け入れようとする：難本的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　274
な聖書理解のありかたを教えられたことは確かに注目しておいてよい点であろう。のちに，パス
カルは次のように鑑：く。
　・〈…Sulvez　la　manibre　par　oむils◎nt　commenc6：c’est　en　faisant　tout　comme　s’i｝croyaient，　en
prenant　de　l’ean　b6n三te，　en　faisant　dire（玉es　messes，　etc・Naturellement　m合me　cela　vous　fera　croire
et　VOUS　abetira・・》（77＞
かれ離身は，この時それをFはじめた」のである。ジルベルトは，i爆心後のパスカルについて
　　《…　et　cette　v6rit6　1ui　parut　si　6vidente，　si　n6cessaire　et　si　utile，　qtt’elle　termina　tOutes　ses　recher－
ches・・》（78）
と報告している。この記述はいささか誇張であると言えないであろうか（79）’。「最初の回心」以後，パ
スカルが完金に科学研究を放棄してしまったのではないことはれっきとした事実であり，岡年10
月には前述のように早くも真空実験が闘始されている（ジルベルトがこの順序を間違えtcのは趨
らの記述に欺かれたためか，あるいは上の断書に矛鷹をきたさないための意識酌な細工とも考え
られる）。次いで，1647年には《Exp4Ttences　nouz・e／les　toκchant　le　vide》の鷺行，ノエル神父
との論争，《R60露de！a　Grande　ExPe’rience　de　I’Eqttizibre　des　LiqtteNrs》の執筆（1648年
10月刊），さらに48年，《Gtinde’ation　des　secsio77s　coniqbtes》の発衷となり，53年から54年に
かけて物理学・数学上の重要論文が相次ぎ，この闇にルーアンで発明された計算機の完成習ざし
てブレーズの努力はつづくのである。これらの業績は決して，後年の「サイクロイド」問題解決
のような《une　occupation　passagさre》ではなかったことに注慧しよう（8°〉。実際上，ジルベルi・
やジャックリーヌのつよい断定にもかかわらず，この間特にcharit6の実賎も記録されていず，
科学者としてのかれの活動は完全にそのすべての精神を傾注して行われていたとみなされる。わ
たしたちはここで，熱心なジャンセニストであったジルベルトの伝記が何より過度に亡き弟への
敬愛に支えられ，その上教化と弁証をも圏ざすものであったことを愚い起しておきたい。また，
彼女が第二の決定的な圏心の記憶にとらわれすぎており，そのために最初の騒心をもいくらか美
化し，純粋化しすぎて想像する結果になったのかもしれない。それに，この以後パスカルが接触
するポール・ロワイヤルにおいても，たとえばアルノーは決して数学を軽んずることがなかった
し，ルブール師σ）ように酸厳な牲格の人でもメルセンヌと親交を結び，撫分でも多くの科学書を
蔵していたと伝えられており，必ずしも人々は全面的に科学的な営みを遠去けていたわけではな
かった，ジャンセニウスやサン・シランが世俗の学闘研究をしりぞけたのは，知的探求それE，i体
を攻撃したというよりむしろ，知的好奇心にともなうむなしい・不必要なまでの対象への関心，
撫分1三t身をたのむ歎慢を追及したのであった。すなわち，libido　sciendi，　Iibido　excellendiとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　275
うこの世の邪欲が烈しく糾弾されたのであった’ISI）。
　　　《一’i，abb6　pouvait　attester　que　la　passion　de　savoi7　qtti　s’attache　a　la　scゴenCe　pour　elle－？・ni，〃le　nuit
plUt6t　qU’el9θne　Sert，　m6me　pOteV　la　COnnaiSSaiZCe　de　la　pU7eか〃〃4，　car　elle　6姻θle　CfeZlr　qui　est
vite　aVeug16　par　une卸30ゆ≠加et　par　une　paSSiOT2　SeC7’bte…》t，／82）
　《…Mais，　daas　Ia　seconde，　intitui6e　De　Ia　curiosit6　en　quels　termes　troublants　il　voyait　d壱crite　et
c・nda・nn6e　CetteくcuriOsit6　tOuj・urS　inquiさte，　a　6t6　apPe16e　de　ce　n・m　a　CaUse　du　Vai・l　de；sir　de
savoir，　et　que　l’on　a　pallitie　du　flO171　de　scienCの．＜Le　monde，　d6clarait　l’orateur，　est　d’autant　P｝us
c・rr・mpu　par　cette　maladie　de　l’ame，　qu’elle　se　glisse　sotts　le〃・〃θde　la　s翻’6，　c’est－b－dire　de　la
science…　De　I註　e3t　venue　Ia　recherche　des　secrets　de　la　nature，　qui　ne　tlous　regarde・nt　Point，　qμ・dil
est　i，tutile　de　C・nnaitre，　et　que　les　hemn．les　ne　veulent　savoir　qtte　P・ur　les　savO・iγseulement＞…》S3）
　こうした教えのために，1646年以後表顧’的にはかわらぬ仕方で継続されているとみえるパスカ
ルの科学研究の態度にある微妙な違いがあらわれてきたことを，メナアル氏は示唆している。た
とえば， 大法官・セギエへの《Lettre　de’clicatoire　de　la　machine　arithm6tique》〈1645）　など
には，栄誉ある成果をあげた少壮の科学者の誇らしさがそのまま盗れていて，サン・シランに非
難された傲慢さの片鱗がうかがえるのであるが，「回心」以後，いわゆる「社交生活の時期1（16
48－53）にいたるまで，そうした高慢さはまったく影をひそめるのである。たとえば，1947年18
月29日ノエル神父あての手紙には，次のような表現が髭出される。
　　《Et　nous　r6servens　pour　les　mystbres　de　Ia　foi，　que　le　Saint－Esprit　a　lui－m合me　r6v6i6s，　cette
SOttlniSS£On　d’eSpγi彦qui　pOrte　nOtre　CrOyance註（ieS　myst益reS　cach6s　aux　SenS　et　a　la　raiSOn…》｛85／，
　　「最初の園心」は外側から眺めたかぎりでは，パスカルの生活にそれほど著しい変化をもたら
さなかったように思われる。一家全部が「回心」したといっても，エチエンヌ・ペリエは嬢の修
道院入りに最後まで反対しつづけたし，ペリエ家の人々もクレルモン郊外ビアンナシに広大な土
地をあがない，その地主となり，終生世俗生活を離れることがなかった。もっとも熱心であった
ジャックリーヌも，修道女への志願を決心したのは，ながい内約苦悩をへて，やっと2年後のこ
とにすぎなかった。1646年はパスカルにとって記念されるべき年であるとしても，その回心はま
だまだ不完全であり，サン・シラン，ジャンセニウスの教えた精神を文字どおりに実行する状態
には遠かった。いわば，シュヴァリエの言ったように，パスカルは，真の「販i心」がどういう性
質のものかを「理解」し，完金の律法がどういう内容のものであるかを「知り」，神にすべてを
ささげねばならないことを「教えられた」にすぎなかった㈹。要するに，神を愛すべきことを
「知った」にとどまり，Y愛する」にはいたらなかった。罫パンセ』の申の次のような譲’葉は，
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かれ歳身の醸己反密の表現として受けとることができるであろう。
　　《Ces　hommes　prennent　souvent　leur　imagination　pour　leur　coeur　et　ils　croient　etre　convertis　d壱s
qu’ils　pensent　a　se　convertir…》（fr．100）
　　《Ωu’il　y　a　loin　de　la　connaissance　de　Dieu　ti　1’aimer；…》（fr．721）
　　しかし，わたしたちは，かれの心にこの時，あの教えが残した傷あとを晃のがさずにいたい。
人問が自分の力では何一つ果すことができないこと，その自己から脱け出るときに入間の感ずる
苦痛，神がより高い秩序へと引き上げたもう恩寵の働きの絶対的な有効さ，こういった事柄を心
の奥底にしみ入る方法で説きつくすサン・シランの雷葉にふれて，パスカルの心にはある不妥が
残ったのにちがいない。また，ヴァンセンヌの石の床に晩年の身を横たえたこの入からもれ浴れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伽
出す苦悩のパトスが，病めるパスカルの危機感と共鳴し合い，やがてかぎりなく苦難のミスチッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　フレミツスマン07ンヂリ2一ル（87）
クを追い求めて行く「内なる心のふるえ」を呼びさましたのにちがいない。この不安，このおの
のきが，この後になおつづくきらびやかな科学者としてのかれの成功，社交生活の多彩な日々の
中にもパスカルの心の底にひそみ，やがて決定的に自己の存在の惨めさ，この批の空しさをその
眼前につきつける匁となるにいたるのである。
　　《一・Je　souhaiterais　n6anmoins　d’y　contribuer　quelque　chose，　mais　je　n，ai　aucune　des　parties　qui
sont　n6cessaires　pour　cet　effet．　Ma　faiblesse　est　si　grande…》C88＞
　　《…　Cette　nouvelle　l．umiさre　Iui　donne　de　la　crainte，　et　lui　apPorte　un　trouble　qui　traverse　le　repos
qu’elle　trouvait　dans　les　choses　qui　faisaient　ses　d61ices・　Elle　ne　peut　plus　go血ter　avec　tra見quiHit61es
ChOSeS　qui　la　charmaient．　Un　sCrUpUle　COnt．inUel　le　COmbat　dans　Cette　jOUiSSance，　et　Cette　Vue
int6rieure　ne　lui　fait　plus　trouver　cette　douceur　accoutum6e　parmi　les　ch◎ses　oiS　elle　s’abandonnait
a▽ec　une　pleine　effusion　de　cceur…》（89＞
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